
［事案 22-112］成人病手術給付金請求  

・平成 23 年 7 月 21 日 和解成立 

＜事案の概要＞ 

成人病手術給付金を請求したところ、「成人病の治療を直接の目的とした手術」に当たら

ないとして不支払になったことを不服とし申立てがあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 平成 22 年４月および７月に、「ＣＶポート手術」を受けたので、成人病特約（平成４年

加入）にもとづき成人病手術給付金を請求したところ、保険会社は同手術はがんの直接の

治療ではないため支払事由に該当せず、支払うことができないと言う。 

 主治医からは、「ＣＶポート手術は、がんの直接の治療である」との説明を受けており、

他保険会社もがんの直接治療として扱ってくれており、不支払い決定には納得できないの

で、成人病手術給付金を支払ってほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

申立人の受けた「ＣＶポート手術」は、下記のとおり、成人病特約の約款別表に定める

17 種類の手術のいずれにも該当しないので、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)「悪性新生物根治手術」「その他の悪性新生物手術」については、成人病特約約款に記載

されている「手術」の定義に相当する手技、具体的には「器具を用い、生体に切断、摘

除などの操作」を悪性新生物の病巣そのものに対して加える手術を支払い対象としてい

る。この点、「ＣＶポート手術」は、体表部および皮下組織には操作を加えるものの、上

記のように悪性新生物の病巣そのものに直接の操作を加えるものではないため、該当し

ない。 

(2) 温熱療法・放射線療法にも該当しないので、約款別表に定める手術にも該当しない。 

＜裁定の概要＞ 

裁定審査会では、申立書、答弁書等の書面の内容にもとづいて審理した結果、下記事情

を斟酌し、保険会社に和解による解決の検討を要請したところ、和解案の提示があった。 

裁定審査会としても、同和解案を相当なものと考え、指定（外国）生命保険業務紛争解

決機関「業務規程」第 34 条１項にもとづき、同和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧

告したところ、同意が得られたので和解契約書の締結をもって円満に解決した。 

(1) 「ＣＶポート手術」の「ＣＶポート」（皮下埋め込み型ポート）とは、中心静脈カテー

テルの一種で、皮膚の下に埋め込んで薬剤を投与するために使用される。申立人の場合

には、直腸がんの治療目的で、抗がん剤を投与するために施術されたもので、診断書で

は「経皮的」「観血手術」とされている。 

(2) 成人病特約の約款別表の柱書には、「『手術』とは、治療を目的として、器具を用い、

生体に切断、摘除などの操作を加えること」と規定されているが、保険会社の主張する

ように、「悪性新生物の病巣そのものに対して加える手術」とは規定されていない。 

(3) 約款の備考欄を見ると、「治療を直接の目的とした手術」には、「美容整形上の手術、



疾病を直接の原因としない不妊手術、診断・検査（生検、腹腔鏡検査など）のための手

術など」は含まれない、と規定されているが、それ以上の制限（除外規定）はない。 

(4) そうすると、約款別表の「悪性新生物根治手術」、「その他の悪性新生物手術」における「手

術」とは、「器具を用い、生体に切断、摘除などの操作」を「悪性新生物の病巣そのものに

対して加える手術」を意味している、とする保険会社の主張の根拠は必ずしも明らかではな

い。 

 


